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新潟県中越沖地震の概要

• 発生日時：平成19年7月16日午前10時13分頃
• 震源地名：新潟県上中越沖
• 地震規模：マグニチュード６．８
• 震源深さ：１７ｋｍ
• 震央距離：柏崎刈羽原子力発電所から
　　　　　　　　震央までの距離約１６ｋｍ

• 各地の震度：震度６強（新潟県）　柏崎市､刈羽村他
　　　　　　　　　　震度５強（新潟県）　小千谷市他



運転中→自動停止７号機

停止（定検中）６号機
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運転中→自動停止４号機
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（東京電力ＨＰより）

　運転中の3,4,7号機及び起動中２号機は、今回の地震発生に
伴い、設計どおり制御棒が全挿入され自動停止しました。

柏崎刈羽原子力発電所の状況



柏崎刈羽原子力発電所の最大加速度

３５５（２３５）３５６（２６３）２６７（２６３）７号機

４８８（２３５）３２２（２６３）２７１（２６３）６号機

２０５（２３５）４４２（２５４）２７７（２４９）５号機

３３７（２３５）４９２（１９４）３１０（１９３）４号機

３１１（２３５）３８４（１９３）３０８（１９２）３号機

２８２（２３５）６０６（１６７）３０４（１６７）２号機

４０８（２３５）６８０（２７３）３１１（２７４）１号機

上下方向東西方向南北方向観測値

（　）内は設計時の加速度値（単位：ガル）

原子炉建屋基礎版上の最大加速度



２０５８ ガル/８３４ ガル

基礎版上

（タービン建屋地下３階）

タービンの架台

（タービン建屋１階）

５４９ ガル/２４３ ガル

地震計位置

タービン建屋

原子炉建屋

柏崎刈羽原子力発電所 ３号機

（観測値 / 設計値）

基礎版上

（原子炉建屋地下５階）

原子炉建屋２階

６５０ ガル/３０９ ガル

３８４ ガル/１９３ ガル

東京電力（株）公表資料より作成

地震時に発電所で観測された揺れ
の大きさ

今回の地震によって、設計時に算定していた揺れを大きく上回りました。



原子力発電所の耐震設計の基本的考え方

大きな地震があっても、発電所周辺に放射性物質
の影響を及ぼさない

大きな地震があっても、発電所周辺に放射性物質
の影響を及ぼさない

安全上重要な「止める」、「冷やす」、「閉じ込める」
機能が確保されるよう設計される

安全上重要な「止める」、「冷やす」、「閉じ込める」
機能が確保されるよう設計される

今回の地震においても、柏崎刈羽原子力発電所
の安全上重要な機能は確保されている。



新潟県中越沖地震を踏まえた対応　１／２

○７月１６日

基準地震動を超える地震動が観測されたことから、東京電力に対し、地震観測
データの分析と安全上重要な設備の耐震安全性の確認と報告を指示。

○７月２０日

経済産業大臣から電力会社等に対し、新潟県中越沖地震を踏まえた対応として、
国民の安全を第一とした耐震安全性の確認を指示。

・新潟県中越沖地震から得られる知見を耐震安全性の評価に適切に反映すること。
・可能な限り早期に評価を完了できるよう、実施計画の見直しについて検討を行い、
１ヶ月を目途に検討結果を報告すること。

○７月３１日

平成１９年新潟県中越沖地震が柏崎刈羽原子力発電所に及ぼした具体的な影響
についての事実関係の調査を行うとともに、当該地震を踏まえた国及び原子力事
業者の今後の対応について取りまとめるため、総合エネルギー調査会原子力保安
部会の下に「中越沖地震における原子力施設に関する調査・対策委員会」を設置
し、既設の「耐震・構造設計小委員会」及び「原子力防災対策小委員会」との連携
のもと、審議を開始。



新潟県中越沖地震を踏まえた対応　２／２

「耐震・構造設計小委員会」を開催し、観測データ等の分析により今回の地震の観
測値が設計を上回った要因、今回の地震による柏崎刈羽原子力発電所への影響
の検討、同発電所の今後の耐震安全性評価に反映すべき事項の検討と想定され
る地震動に対する耐震安全性の確認、他の原子力発電所に反映すべき事項の検
討を開始。

○８月２４日

各電力会社等は、耐震バックチェックの実施計画の見直しを提出。

○８月２０日



耐震安全性評価（耐震バックチェック）の実施計画の見直し
に関する電力会社等からの報告について　１／２

○昨年９月に改訂された「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」等（「新耐震
指針」という。）　を踏まえ、既設の原子炉施設等について耐震バックチェックを実施し
ているところ。

○新潟県中越沖地震を踏まえ、当省より各電力会社等に対して耐震バックチェックの
実施計画の見直しを指示。

○これを受け、８月２０日、各電力会社等から見直しについての報告があった。ポイント
は以下のとおり。

○当省としても、耐震バックチェックを適切に実施するよう指導するとともに、評価結果
について、その内容を厳正に確認。

１．本年度中に、中間報告書の提出

○柏崎刈羽原子力発電所及び耐震バックチェック報告書を提出している浜岡原子力
発電所を除き、各発電所とも今年度中に、地質調査とこれに基づく基準地震動の策
定を概ね終了。

○さらに各発電所１プラントを対象として、安全上重要な設備について評価を実施。

○日本原燃（株）六ヶ所再処理事業所は平成１９年１０月に、（独）日本原子力研究開

発機構の高速増殖炉原型炉もんじゅについては、平成１９年１２月に耐震バックチェッ
ク報告書が提出される予定。　（次ページへ続く）

２



２．海上音波探査の追加実施

○今回の地震を踏まえ、７発電所（注）及び六ヶ所再処理事業所において、海上音波
探査を追加実施。

　（注）柏崎刈羽、福島第一、福島第二、島根、伊方、玄海、東海第二

○これにより、既に耐震バックチェック報告書を提出し、耐震・構造設計小委員会にお
いて審議が行われている浜岡原子力発電所を除き、今回報告された全ての発電所
等で、新耐震指針の下での海上音波探査を実施。

３．他の原子力発電所等で柏崎刈羽原子力発電所と同様の揺れが生じた場合の安全
維持機能の確認（１ヶ月目途）

○電力会社等による自主的な対応として、耐震バックチェックとは別に、他の発電所等
において柏崎刈羽原子力発電所の原子炉建屋基礎版上で観測された地震動と同様
の地震動に対する「止める」「冷やす」「閉じこめる」等の安全維持機能について、１ヶ
月を目途に確認

耐震安全性評価（耐震バックチェック）の実施計画の見直し
に関する電力会社等からの報告について　２／２



検　討　体　制

原子力・保安部会

耐震・構造設計小委員会

（委員長）
阿部勝征　東京大学名誉教授

中越沖地震における原子力施設に
対する調査・対策委員会

（委員長）
斑目春樹　東京大学大学院教授

原子力防災小委員会

（委員長）
宮　健三　法政大学大学院教授

運営管理・設備健全性評価ＷＧ

（主査）
関村直人　東京大学大学院教授

中越沖地震における原子力施設
に関する自衛消防及び情報連絡・

提供に関するＷＧ

（主査）
大橋弘忠　東京大学大学院教授

報告
助言

指導



「中越沖地震における原子力施設に対する調査・対策委員会」の検討項目　１／２

「中越沖地震における原子力施設に関する自衛消防及び情報連絡・提供に関するＷＧ」

（１）自衛消防体制
　　①今回の東京電力の放射性物質漏えいにおける対応と課題、及び原子力事業者の放射性
物質漏えい時の対応体制と課題

　　②原子力事業者の自衛消防体制・消火設備の在り方の検討　
（２）事業者の情報連絡体制
　　①今回の東京電力の放射性物質漏えいにおける対応と課題、及び原子力事業者の放射性
物質漏えい時の対応体制と課題

　　②原子力事業者の情報連絡体制の在り方の検討
（３）災害時における初動、準備体制
　　①今回の地震発生時における東京電力の初動体制、国の初動体制の課題について調査・
検討（初動体制を機能させるために必要な設備等に係る調査・検討を含む）

　　②自治体、国及び原子力事業者との連絡通報体制の在り方（連絡通報のための情報収集
に係る体制を含む）

（４）自治体、国民等への情報提供
　　①東京電力の自治体、国民等への情報提供について調査・検討
　　②国の自治体、国民等への情報提供について調査・検討
　　③国及び東京電力の理解しやすいプレスリリースについての調査・検討（安心感をもたらし、
誤解に基づく影響を軽減させることを指向する。）



「中越沖地震における原子力施設に対する調査・対策委員会」の検討項目　２／２

「運営管理・設備健全性評価ＷＧ」

（１）震災直後の運転管理について
　　①震災直後に事業者が行った運転管理上の措置について評価し、課題を抽出し、必要に
応じてマニュアル等への反映　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

（２）設備の健全性評価
　　①発電所の設備状況を把握したうえで、必要な点検内容を検討し、事業者の行う設備点検
計画及び結果について評価

　　②設備健全性の評価方法、補修の要否の判断基準を検討
　　③点検・評価を踏まえ、補修の方法について検討
　　④それぞれの検討過程における指針・基準等への反映項目の抽出　　　



「耐震・構造設計小委員会」の検討項目　１／２　

（１）今回の地震に係る関係機関の調査・研究データ、地震動の観測データ、設計時の調査デー
　　タ等もとに、各号機の原子炉建屋基礎版等において今回の地震による観測値が設計値
を上回った要因について検討

　　　（※１）設計値：設計時に用いた地震動を入力して算定した基礎版上の応答値
（２）今回の地震による柏崎刈羽原子力発電所への影響の検討
　　①耐震安全上重要な建物・構築物に対する影響及び健全性の検討
　　②耐震安全上重要な機器・配管に対する影響の検討（弾性範囲を超える力を受けた機器・配
　　　　　　　管の健全性評価については運営管理・設備健全性評価ＷＧにおいて検討）

　　③その他設備（中越沖地震における原子力施設に関する自衛消防及び情報連絡・提供に関
するＷＧにおいて耐震性の向上が必要とされた設備等）に対する影響の検討

（３）柏崎刈羽原子力発電所の今後の耐震安全性評価に反映すべき事項等の検討
　　①今回の地震に関する関係機関の調査・研究データ等を踏まえ、耐震設計上考慮すべき地
震の想定の際に反映すべき海底活断層等について検討

　　②今回の地震による地震動の観測データ、各号機の原子炉建屋基礎版等において今回の地
震による観測値が設計値を上回った要因の検討結果を踏まえ、地震動の設定に当たって反
映すべき事項の検討

　　③今回の地震による建屋の観測データの分析結果を踏まえ、耐震安全上重要な建物・構築
物及び機器・配管の耐震安全性の評価に反映すべき事項の検討

　　④今回の地震による柏崎刈羽原子力発電所の耐震安全上重要な設備への影響の検討結果
を踏まえ、設備の耐震性の向上に反映すべき対策の検討



「耐震・構造設計小委員会」の検討項目　２／２　

　⑤その他設備等に対する影響の検討結果を踏まえ、設備等の耐震性の向上に反映すべき対
策の検討

　⑥柏崎刈羽原子力発電所の今後の耐震安全性評価に反映すべき地震の想定、地震動の設
定、安全上重要な設備の耐震安全性評価及び耐震性向上対策、その他設備等の耐震性向
上対策に係る事項等のとりまとめ

（４）今後の検討により想定される地震動に対する柏崎刈羽原子力発電所の耐震安全性の確
認

（５）原子力発電所の耐震安全性確保の観点から、今回の地震から得られる知見を整理し、他
の原子力発電所に反映すべき事項を検討



今後の伊方原子力発電所の耐震安全性に対する保安院の対応

○四国電力が本年度中に、地質調査とこれに基づく基準地震動の策定を概ね終了し、
　　伊方原子力発電所３号機を対象に主要設備について、改訂された耐震指針に照ら
して耐震安全性を評価した結果を厳正に評価。

○伊方原子力発電所全号機について、改訂された耐震指針に照らした耐震安全性の
評価結果を厳正に評価。

○また、四国電力が自主的に行う柏崎刈羽原子力発電所の原子炉建屋基礎版上で
観測された地震動と同様の地震動に対する安全機能維持についても確認。

実施計画書の見直し結果を踏まえ、


